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１　主　題　社会に役立つ喜び＜Ｃ－(14)　勤労、公共の精神＞
２　教材名　クール・ボランティア（出典　「きみがいちばんひかるとき　道徳５」光村図書）
３　ねらい
　○　実際にボランティア活動をして気持ちが変わっていく信二の姿を通して、ボランティア活動は何のために行うのか考え、働くことや社会に奉仕することの意義を理解し、公共のために役に立とうとする道徳的な実践意欲と態度を育てる。
４　道徳的価値の定義
○　勤労、公共の精神
　　働くことに対する意義や目的を見いだし、前向きな気持ちで働くことで生じる心地よさや、自己有用感を体感させ、公共のために自分ができることを進んで行い、役に立とうとする意欲と態度につなげることが大切である。
５　指導過程（◎：ICTを活用する留意点、☆：「自覚を深める」活動を促す支援）
	時間
	学習の流れ
	教師の働き掛けと支援・留意点

	　２
(２)
	１　本時はボランティアについて考えることを知る。
	

	３５
(３７)
	２　教材を読んで話し合う。
（１）教材を読む。
（２）話の設定を確認する。
　　△　「どうせやるなら、かっこいいほうがいいじゃないか。」と言ったときに信二が思い描いていたボランティアとは、どのようなものだったでしょうか。
・外国で活動すること
・サッカーを教えること
・テレビ局とかに協力してもらうこと
・大々的な募金活動をすること
・大がかりで人目を引き、漠然としたもの
　　△　信二は「身近なボランティア」と言われてどんなことを考えましたか。
・楽しくない　・地味　・かっこよくない
・疲れる　　　・めんどうくさい
（３）大粒の汗を光らせながら、歩道橋の掃除をしているときの信二の気持ちを考える。
▲　大粒の汗を光らせて、歩道橋の階段そうじをしている信二はどんな気持ちだったのでしょう。
①自身が生み出す喜び
・みるみるよごれがきれいになってうれしい。
・きれいになるのが目に見えるからうれしい。
・夢中になって取り組めてうれしい。
②周りから生み出される喜び
・みんなのためにきれいに掃除ができてうれしい。
・みんながきれいになった歩道橋を使ってくれるのが楽しみ。
・歩道橋を気持ちよく使ってくれたらうれしい。
・誰かが喜んでくれたらうれしい。
③ボランティアについて
・自分かってなものはボランティアではなく、誰かのために働くことがボランティアなのだ。
・ボランティアにはかっこいいとかかっこよくないとかではなく、自分が一生懸命に働くことなのだ。
・自分が一生懸命取り組むとかっこいいボランティアになるのだ。
・身近なことにもかっこいいボランティアがあるんだ。
（４）ボランティア活動は、何のために行うのか考える。
＜補助発問＞
　△　ボランティア活動は、何のために行うのか考えましょう。
　　・相手がよろこんでもらえるために行う。
　　・自分のためではなく、困っている人や支援が必要な人のために行う。
　　・自分自身の喜びのために行う。
	
○　教材は教師が範読する。

○　かっこいいことや目立つことならやってもいいということを確認する。
○　信二の言っている「かっこよさ」は、相手のことを考えずに自分の都合で行動しようとしていることに気付かせる。


○　信二の考える身近なボランティアはイメージが悪くて、やりたくないことであることを確認する。



☆○　「クールボランティア」とは、活動の見た目のかっこよさだけでなく、相手の立場に立ち、相手も自分も気持ちがよいものであるという、本当のボランティア活動の在り方であることを確認する。
○　西田さんは、規模の大小にかかわらずボランティアに取り組んでいることに着目させる。
○　「かっこいい」ボランティアは、海外などの遠いことではなく、自分の身近でもできるものだということに気付かせる。

















○　歩道橋の階段掃除を通して、感じたことは何だったのかということについて注目させる。
○　ボランティアの支援を受ける側の立場や気持ちについても確認する。

	８
(45)
	３　教材から考えたことを書く。
△　今回の授業や様々な意見を聞いてどのようなことを考えたり、思ったりしたのか書いてみましょう。
	
○　ボランティア活動に対する自分の考えや、これから取り組んでみたいボランティア活動についての見方を広げているか。



